
学校
寺戸睦子  議員（白和） 
各小中学校の今後は

市内公共交通の整備を交通

答弁…さまざまな視点から公共交通を考える

問　市立学校適正規模・適正配置等計画支援
業務委託について、①計画をどのような形で
進めて行き、どのようなゴールを目指してい
るのか。②特色があって、近郊から移住して
でも通わせたいと思う魅力のある学校を設立
する考えがあるか伺う。
答　白岡市の学校に通いたい、通わせたいと
思える魅力的な学校の在り方を将来ビジョン
として示し、これを実現するためのロード
マップとして計画を策定する。将来ビジョン
を含めた計画の策定に
当たり、市民をはじめ
としたさまざまな意見
を伺いながら進めてい
く。

問　費用対効果等で町内循環バスが廃止され
たが、高齢になっても車がないと大変不便な
ため、手放せないという声が多い。①のりあ
い交通の利用状況は。②のりあい交通以外の
具体的な考えはあるか。③10人乗り程度の
ワゴン車を活用することはいかがか。
答　①5年度は過去最高の延べ約1万3千人の
かたにご利用いただいている。②市地域公共
交通計画に基づき、さまざまな視点から地域
公共交通の在り方を考えていく。③特定の地
域において、小型バス等での高齢者移動支援
の実証実験の実施を検討している。

答

答

問

問

白岡駅西口の安心安全なエリアの整備を安全

答弁…安全に通行できるよう対策を行う

問　ペット同行避難は、災害発生時に飼い主
がペットを連れて安全な場所へ避難をするこ
とをいう。ペットを飼っている、飼っていな
いにかかわらず、ペット防災の周知、啓発が
重要。避難所運営ゲームＨＵＧ※ペット版や
ペット同行避難訓練を実施してはいかがか。
答　災害時に飼い主がペットを連れて安心し
て避難所に同行避難ができるよう受け入れ体
制を整えることは重要である。ペット防災に
ついて市民の理解を
得られるよう、ペッ
ト同行避難を含めた
ＨＵＧなどの検討と
ともに引き続きペッ
ト防災の周知・啓発
を図っていく。

問　白岡駅西口駅前広場の整備が完了するま
での間、高齢者・障がい者・妊産婦・けが人
などさまざまなかたの移動において、利便性
や安全性の配慮は重要。安心で安全なエリア
の整備が必要と考えるがいかがか。
答　白岡駅西口駅前広場は、13年度の完成
を目標に段階的に整備していく。高齢者や障
がい者のかたなど、すべてのかたに使いやす
い施設となるように計画している。工事期間
中も含め、駅西口を利用されるかたの安全性
や利便性に配慮し、整備を進めていく。
　　

答

答

問

問

防災
中山廣子  議員（公明党） 
ペット防災の周知と啓発を
答弁…ペット防災の周知・啓発を図っていく

上下水道に係る県負担金等は水道問　南小北側の市道6189号線、6190号線沿
線に住宅が増加しているが、砂利道である。
本道路の改善を。南小南側と沖山児童遊園の
間に水路敷があるが、草や雑木が繁茂してい
る。環境改善を。また、水路として機能して
いない土地を遊歩道として有効活用してはど
うか。
答　南小北側の市道6189号線、市道6190
号線の環境整備を行うため、測量等の工事に
向けた準備を進めている。また、南小南側の
水路敷地の環境改善を
図るため、樹木伐採等
を検討する。併せて、
水路機能の必要性を調
査し、有効活用等につ
いて検討していく。

答弁…水道料金の改定に向けて検討していく
問　県は、中川流域の維持管理負担金を引き
上げる改定案を公表した。改定による当市の
下水道事業への影響と、その対応は。
　また、県から各自治体に供給する水道料金
を引き上げる予定がある。県水受水費の改定
による当市の水道事業への影響は。
答　流域下水道維持管理負担金の改定による
公共下水道事業の経費回収率への影響は軽微
であり、下水道料金の改定は必要ない。
　県水受水費の改定により、水道事業は大幅
な業績悪化が見込まれるため、水道料金の改
定に向けて検討を行っていく。
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答
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問

環境
江原浩之  議員（白和） 
南小学校付近の環境美化を
答弁…環境美化につながる方策を検討していく

特産品「梨」の生産
持続可能な農業を農政

答弁…梨の栽培に係る支援を行っていく

問　現行のりあい交通での対応が難しい通学・
通勤等ニーズに応えるため、運行時間拡大と
程よく定時制が確保されたオンデマンド型交
通を運行できないか。また、運転免許証返納
後の証明書等を提示することでタクシー等を
割引で利用できる制度を導入してはどうか。
答　通学・通勤の移動手段の確保は重要な課
題である。事業者との協力体制の整備等、あ
らゆる施策について検討していく。運転免許
証自主返納者に対する支援については、まず
は、現在実施してい
る「のりあい交通」
の回数券助成事業を
推進し、効果を見極
めたい。

問　農地耕作条件改善事業において実施して
いる梨団地整備の状況は。また、市の特産品
である高品質の梨の生産について、栽培技術
の継承性の確保、新たな担い手の確保、梨栽
培を開始することに係るハードルを下げるた
めにも支援の充実を図ってはどうか。
答　柴山地区の約2.9haの農地において、埼
玉県農林公社が事業主体となって農地の区画
拡大等の整備を行い、8年3月末の完了に向け
て進めている。市では、梨栽培に係る支援を
継続するとともに、関係機関と連携し、新規
就農者にもできる限り支援していく。

答

答
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一般
質問 市政のそこが聞きたい!市政のそこが聞きたい!

南小学校南側の水路敷

※避難所運営をシミュレーションする机上のゲームのこと。

答弁…魅力的な学校の在り方を示していく

　一人につき2項目までを要約して掲載しています。各議員の全質問事項は、市議会ホームページ
及び録画配信をご覧ください。また、提出された原稿を尊重し、表現は統一されていません。

▲録画配信
（12月11日一般質問）

▲録画配信
（12月11日一般質問）

▲録画配信
（12月11日一般質問）

▲録画配信
（12月11日一般質問）

▲市議会HP

国土交通省が発行する手引き

つくば市立みどりの学園
義務教育学校

交通
嶋田友一郎  議員（白和） 
誰もが使いやすい
地域交通サービスを
答弁…あらゆる施策について検討していく

問
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